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Iwate prefectural Central HospitalIwate prefectural Central Hospital Iwate prefectural Central HospitalIwate prefectural Central Hospital

　2021 年 4 月ハイブリッド手術室が完成し稼働を開始いたしました。
これまで循環器内科は 2室の血管造影室をフル稼働させて冠動脈疾患、末梢動
脈疾患、不整脈治療を行ってまいりました。ハイブリッド手術室ではそのノウ
ハウを生かして新たな高度先端医療に取り組んでいきます。第一の目標は TAVI
（経カテーテル的大動脈弁留置術）を確立することにありますが、現在本邦にお
いては TAVI 続く医療技術として僧帽弁閉鎖不全症に対するMitraClip（経カテー
テル的僧帽弁クリップ術）、心房細動に対する経カテーテル的左心耳閉鎖術が承
認されています。またハイブリッド手術室での手技が必要とされているエキシ
マレーザーを用いたペースメーカリード抜去術（主にデバイス感染が適応とな
ります）等の治療も施行可能となります。今後もこれらの先進的な侵襲的治療
と内科的治療の的確な適用に努め、最適な医療を県民の皆様に提供できるよう
精進してまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療安全管理部次長　遠藤秀晃

ハイブリッド手術室の紹介ハイブリッド手術室の紹介
　本年の 4月から待望のハイブリッド手術室が稼働しました。これに伴いまし
て、脳神経外科の血管内治療で全身麻酔が必要な手技はすべてハイブリッド手
術室で行っております。24 時間全身麻酔による脳血管内治療を行えるように
なり、麻酔科の確実な麻酔管理の下、脳神経センターの医師は手術に集中する
ことが可能となり、安全な治療を患者さんに提供が可能となりました。当院で
は年間 300 件以上の脳血管内治療、とくに動脈瘤治療は 150 件を超えており
全国有数の治療件数となっており、次世代の治療であるフローダイバータ－ス
テントなども北東北内で先駆けて行っております。
　ハイブリッド手術室稼働時から 7月末までの稼働 4ヶ月の段階ですでに 50
件を超える手術を行っております。ハイブリッド手術室に導入された血管撮影
装置はシーメンス社の ARTIS icono という世界でも最新の器械であり、良好な
画質はもちろんのこと、脳血管内治療に適した多種多様なアプリケーション、
機器との連動が可能です。
　最後に、ハイブリッドとは異なる要素の混合という意味です。単に血管撮影
装置が手術室に設置されて全身麻酔をかけられるようになっただけでは真のハ
イブリッドとはいえず、何を掛け合わせたら良いかを考えることが大切だと考
えております。手術により開創を行い、そこからアクセスして血管内治療を行
うという外科と血管内のハイブリッド治療も行っております。従来より多面的
な治療が可能となりましたので脳について困りごとがありましたらご相談くだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳神経センター長　木村　尚人
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　当院でも「ハイブリッド手術室」が 2021 年 4月より稼働しています。
この場合の「ハイブリッド」とは、「透視装置を用いたカテーテル的
な治療」と「人工心肺を使用した開心術」の両方が可能な手術室とい
う意味です。
　心臓血管外科で行われている「透視装置を用いたカテーテル的な治
療」の代表は胸部や腹部の大動脈に対するステントグラフト内挿術で
す。この治療法は通常の手術室でも透視装置を用いて施行可能で、当
院の手術件数は、全国トップレベルです。現在は主にハイブリッド手
術室で治療が行われています。
　一方、TAVI（経カテーテル的大動脈弁置換術）という治療法は、ハ
イブリッド手術室の設置が施設認定の前提条件となります。TAVI が順
調に行われれば問題はありませんが、合併症が発生すれば本格的な開
心術が必要となることがあるからです。当院も本年 6月に TAVI 実施
施設に認定され、すでに 2例の患者さんに TAVI を実施、合併症なく
成功しています。当科と循環器内科の他、多職種で構成されるハート
チームで実施されるのが TAVI の特徴です。最新の技術を導入し、安
全に施行できていますので、ぜひ当院にご紹介をいただければと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　医療安全管理部次長　小田克彦

　2021年4月、念願のハイブリッド手術室がオープンしました。ハイブリッド手術室とは心・
血管 X線透視装置と手術台を組み合わせた手術室で、全身麻酔下に低侵襲で効率的な血管内
治療や外科手術が可能となります。
　ハイブリッド手術室を有効活用するために、1年前から関連各科で協議を重ね、ルール作
りをしたうえで使用を開始しました。ハイブリッド手術室のニーズは高まっていますが、1
室しかないハイブリッド手術室を、多くの診療科でいかに効率的に使用できるかということ
が課題でした。外科医、内科医、麻酔科医、手術室看護師に加えて、専門的技術を有する臨
床工学技士や放射線技師とチームを組み、安全で患者さんの負担が少ない治療が手術室で行
うことが可能になりました。
　月曜日と木曜日は循環器系（心臓血管外科・循環器内科）、火曜日と水曜日は脳神経系（脳
神経外科・脳神経内科）、金曜日は整形外科・他科の手術日として割り当てました。
　ハイブリッド手術室で深夜の緊急手術が行われた場合、翌日予定の他科の手術に影響が出
ないか心配していましたが、今のところ大きなトラブルもなく有効活用されています。
　現在は、脳血管疾患、大動脈疾患や心臓弁膜症に対して、コイル、ステント、TAVI など
の血管内治療が行われています。今後、多くの症例がハイブリッド手術室での治療が行われ
ることが予想されます。今後も、安全で効率的な手術室運営ができるよう、関係各方面のご
協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央手術部長　下田栄彦
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